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首
都
高
の
納
入
追
い
風
に

エ
ヌ
ケ
イ
シ
ー

（
大
阪
市

西
区
、
山
峙
佐
智
子
社
長
、

０
６
　
６
５
３
７
　
５
３
５

７
）
は
、
車
両
用
衝
突
緩
衛

装
置
を
拡
販
す
る
。
安
全
志

向
の
高
ま
り
を
追
い
風
に
、

０７
年
２
月
期
に
大
型
の

「
シ

ョ
ッ
ク
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

（
Ｓ

Ｐ
）
」
シ
リ
ー
ス
を
１
２
０

基
、　
一
般
道
路
向
け

「
ポ
ー

ル
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
も
５
０
０

基
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
比

３
１
４
倍
の
受
注
を
目
指

す
。
売
上
高
も
２
億
円
を
計

画
す
る
。

Ｓ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
００
年
に

大
阪
府
立
産
業
技
術
総
合
研

究
所
の
中
嶋
隆
勝
主
任
研
究

員
ら
と
共
同
開
発
。
鋼
板
製

の
緩
衛
板
と
、
内
部
に
緩
衛

材
を
入
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

（
Ｐ
Ｅ
）
お
よ
び
薄
板
鋼
板

販
売
の
実
績
は
約
∞
基
．
首

都
高
速
道
路
向
け
に
０
基
納

入
し
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か

け
に
、
設
置
は
増
加
傾
向
に

ン
に
接
●
　
イ
ヤ
オ
ン
を
差

し
込
む
と
音
声
を
拡
大
し
て

間
け
る
。
価
格
は
本
体
、
イ

ヤ
ホ
ン
、
充
電
器
を
含
め
て

１
万
円
．
月
１
０
０
０
台
の

生
産
を
目
指
す
。
本
体
は
横

１
　
９
¨
Ｘ
縦
５
　
０
¨
Ｘ

厚
さ
１
　
３
¨
研
で
重
さ
は

１０
“
．
タ
イ
ピ
ン
と
ペ
ン
ダ

ン
ト
の
２
タ
イ
プ
あ
り
、
ペ

ン
ダ
ン
ト
の
チ

ェ
ー
ン
は
金

と
銀
か
ら
選
べ
る
．
周
囲
の

雑
音
を
カ
ッ
ト
す
る
高
指
向

＝
の
マ
イ
ク
を
内
蔵
し
、
音

声
を
ク
リ
ア
に
で
き
る
。

リ
ハ
テ
ー
プ
峯
葉
日
熊
本

大
学
や
熊
木
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
と
共
同
で
、
さ
ら
さ

ら
感

（使
用
感
）
と
し
っ
と

り
感

（保
湿
性
）
を
併
せ
持

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
下
を
使

っ

た
消
臭
機

「ヴ
ィ
　
ダ
ッ

シ
ュ
＝
写
真
」
を
発
売
し

た
。
フ
ィ
ト
ン
チ
ツ
ド
の

樹
液
を
部
屋
全
体
に
噴
蒻

し
て
消
臭
、
抗
菌
効
果
を

発
揮
す
る
。
本
体
価
格
は

５
万
円
で
、
消
臭
液
は
１

彬
２
０
０
０
円
。
販
売
代

理
店
を
募
り
、
病
院
、
老

車両用衝突

緩 衝 装 置 自
い
粉
が
ナ
／
結
晶
層

（
鉄
ナ
ノ
結
品
層
）

製
緩
衝
ボ
ッ
ク
ス
を
重
ね
て

い
る
¨
衝
突
速
度
６０
Ｆ
‐
ｍ

ｏ
キ
席
に
対
応
し
、
４
機
種
を

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
る
。

１
基
１
６
０
万
円
で
果
計

都
高
湾
岸
線
浮
島
ジ
ャ
ン

シ
ョ
ン
に
設
置
し
た

「
シ

峰
市
信
清
区
　
″
匪
正
“
社

長
、
０
４
４
　
８
８
８
　
３

７
９
６
）
は
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
タ
イ
プ
の
補
聴
具

「
‐
‐

ペ
ン
ダ
ン
ト
＝
写
真
」
を
５

月
中
旬
に
発
売
す
る
．
ふ
だ

あ
る
．
０６
年
度
に
前
年
度
比

３
倍
の
受
注
を
目
指
す
。

ポ
ー
ル
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
府

立
産
総
研
と
０５
年
５
月
に
共

同
開
発
。
鋼
管
製
緩
衝
ポ
ー

ル
の
周
囲
を
発
泡
ポ
リ
ス
チ

レ
ン
入
り
の
Ｐ
Ｅ
製
緩
衝
ボ

ッ
ク
ス
で
包
ん
だ
形
状
。
１

基
約
３５
万
円
で
１
５
０
基
以

上
を
販
売
し
て
い
る
。

樹
液
で
微
生
物
繁
殖
抑
制

ト
ー
マ
ス
、
消
臭
機
を
発
売

７

２

　

２

３

４

　

７

３

７

４
）
は
、
植
物
性
エ
キ
ス
の

ト
ー
マ
ス

（大
阪
府
堺
市

東
区
、
中
井
有
美
社
長
、
Ｏ

皮
膚
を
健
や
か
に
保
つ

ぼ
１０
０
ア
の
ビ
ー
ズ
に
し

て
、
保
湿
性
を
持
つ
コ
ハ
ク

酸
を
つ
け
た
の
が
新
技
術
．

熊
本
人
が
理
論
研
究
し
、

ヨク 首 ▲

弁
体
に
軟
質
ゴ
ム
採
用

明
立
が
止
水
栓
を
完
成

玉』峰巾講唯
・】瓢恒」［一罐一９。】［、ゃ疇相」梓

栓
工
法

（
水
道
管
な
ど
を

完
全
に
断
水
さ
せ
ず
に
、

一
部
分
だ
け
止
め
て
行
う

工
法
）
に
使
う

「
Ｍ
Ｒ
ス

ト
ッ
パ
ー
＝
写
真
」
を
完

成
し
た
。
弁
体
に
軟
贅
ゴ

ム
を
採
用
し
た
た
め
止
水

ほ
か
、
水
道
本
管
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
が
小
さ
い
．
川
［
市
の

使
用
認
可
を
取
得
し
た
後
、

０６
年
度
内
に
量
産
を
始
め
、

首
都
圏
を
中
心
に
全
国
で
発

売
す
る
。
月
ｍ
１
１
５
０
台

の
出
荷
を
見
込
む
。

Ｍ
Ｒ
ス
ト
ッ
パ
ー
は
水
道

管
と
ゴ
ム
の
挿
人
部
を
連
結

え
た
。
水
圧
に
よ

っ
て
ゴ
ム

が
す
き
間
を
理
め
、
完
全
に

■
水
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
施
工
後
に
挿
入
機
部
分

を
取
り
外
し
、
キ
ャ
ッ
プ
を

締
め
る
こ
と
で
省
ス
ペ
ー
ス

化
を
達
成
し
た
。

同
社
は
川
口
市
、
鳩
ケ
谷

市
、
蕨
市
を
中
心
に
漏
水
対

策
工
事
と
上
下
水
道
工
事
を

手
掛
け
る
．
■
水
栓
で
起
き

て
い
た
赤
水
の
発
生
や
、
再

工
事
の
際
に
埋
め
込
ん
だ
バ

ル
プ
や
挿
入
機
を
破
損
す
る

を

頂

多

か

に

　

　

　

Ｆ
Ｉ

Ｌ
　

一
擁

黎

競

摯

醸

爾

鷲

瀬

観

罐

籍

“

燿

総

ヽ
■

一
ん

だ

。

狙

い

は

３０

熊
本
工
表
セ
ン
タ
ー
が
製
造

装
置
を
開
発
、
リ
バ
テ
ー
プ

製
薬
は
商
品
と
し
て
使
え
る

原
料
を
開
発
し
た
．
リ
バ
テ

代
の
女
性
で
、
開
発
は
同
世

代
の
女
性
研
究
者
が
担
当
し

た
。
レ
フ
リ
エ
は
今
月
か
ら

販
売
し
て
い
る
。

（
熊
本
県
植
本
町
、
杉
山

宏
治
社
長
、
０
９
６
　
２
７

２
　
０
６
３
１
一

入
ホ
ー
ム
、
動
物
病
院
な
ど

に
展
開
す
る
。
初
年
度
の
販

売
目
標
は
１
万
台
．

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ト
は
樹
木

が
発
散
す
る
、
細
菌
な
ど
の

微
生
物
の
抑
制
物
質
．
同
消

臭
機
は
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の

樹
液
を
振
動
子
に
よ
り
微
粒

子
状
で
拡
散
し
、
悪
臭
を
分

解
し
て
細
菌
を
寄
せ
付
け
な

い
。
微
粒
子
の
拡
散
で
マ
イ

ナ

ス
イ
オ

ン
が
出
る
た
め

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も
あ

る
」

（
増
木
耕
一云
本
長
）
．

１
台
の
適
用
範
囲
は
３３
平
方

研
．
１
カ
月
に
消
臭
液
約
３

り
を
使
用
す
る
．

近
畿
大
学
医
学
部
付
属
病

院

（
大
阪
府
大
阪
狭
山
市
）

の
集
中
治
療
室

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

で
の
使
用
で
、
臭
気
が
著
し

く
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
評
価

を
得
た
。
民
間
検
査
機
関
の

検
査
で
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄

色
ブ
ド
ウ
球
帯

（
Ｍ
Ｒ
Ｓ

Ａ
）
な
ど
の
除
菌
に
有
効
な

こ
と
も
実
証
済
み
．

存
在
感
ア
ピ
ー
ル

▽
　

一学
会
で
議
論
す
る

相
手
が
い
な
い
」
と
し
た
り

顔
な
の
は
、
京
セ
ミ

（京
都

市
伏
見
区
）
社
長
の
中
田
使

法
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、

反
応
は
な
し
。

「球
状
電
池

は
複
数
社
が
手
掛
け
て
い
る

が
、
全
方
向
か
ら
光
を
受
け

る
セ
ル
は
当
社
だ
け
だ
か

ら
」
と
解
説
す
る
。

祐
さ
ん
．

▽
‥
昨
年
、
中
国
　
上
海

で
行
わ
れ
た
光
関
連
学
会
の

Ｐ
Ｖ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
、
全
方
位
か

▽
‥
発
表
は

論
文
章
を
受
賞

す
る
な
ど
成
果

が
得
ら
れ
た
．

「こ
れ
か
ら
始

ま
る
球
状
人
陽
電
池
の
規
格

作
り
で
、
存
在
感
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
の
が

一
番
」
と
。

議
論
相
手
が
い
な
い
の
が
快

テラス

中田さん


